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きるよう在宅スタッフとの連携を継続して行う体制が必
要である.
７．顔の見える連携づくりの形成 ―高崎地域緩和ケア
ネットワークの活動―
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【はじめに】
がんの治療が困難になった時期に,その後の療養先を
意思決定することが課題になることが多い.国の施策に
よってこれまでの病院完結型医療から地域完結型医療へ
の転換を余儀なくされた.急性期病院は急性期に特化し
たサービスが期待されるようになってきた.がん医療に
おいても切れ目のない連携が重要視されている.できる
だけ在宅で過ごしたいという患者さんの希望を実現する
ために,病院と地域も含めたケアチームは密接に連携を
とることが求められている.高崎地域では,このような
ニーズに対応するため,?高崎地域緩和ケアネットワーク
の会」(代表世話人 :小笠原一夫)を立ち上げすすめてい
る.今回はその活動を報告する.
【活動報告】
1. 活動始動期 ?高崎地域ネットワーク」はH20年 3
月より,地域の医療関係者が「顔の見える連携」をモッ
トーに 14人の世話人でスタートした.初年度の活動
としては隔月の世話人会を軸に,事例検討会,勉強会
を行い身近な人を誘いあいながらネットワークを広げ
ていった.連絡方法としてはメーリングリストを活用
した.
2. ネットワーク拡大期 21年は,講師を招いて講演会
を行ったり,1月おきに,ネットワーク会員の施設を開
催場所として「井戸端相談会」を行いより身近なこと,
困っていることを相談する会とした.各施設を開催場
所とすることにより,徐々に会員も増え現在では 70
名が参加している.
3. 市民を巻き込んだ連携 H22年の活動は井戸端相
談会とともに,地域の人々に緩和ケアを普及する事業
として,市民講座を行った.内容は, 2部構成とし講演
と座談会という形で行い 100名を超える人が参加し
た.座談会では実際自宅で家族を看取った 2名の体験
者が,体験談を語り参加者からは大きな反響があった.
今後も地域緩和ケアの普及のために,定期的にこのよ
うな事業を行うことを予定している. 23年度は井戸端
相談会のほか,地域緩和ケアの向上のための勉強会の
開催を予定している.
【今後の課題】
地域連携パスの作成や更なる地域連携の推進,市民へ
の緩和ケア普及などが検討課題となる.
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８．患者から自宅退院の希望を打ち明けられたときの戸
惑い ―卒後２年目の看護師の思い―
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【はじめに】 がん患者にとって,残こされた人生をどこ
でどのように過ごすか,大切なことである.しかし,医療
現場では, 患者と医療者や家族との思いにズレがあるた
め,患者の願いがかなわず人生に幕を閉じることもある.
今回「家に帰りたい」との思いを持つ終末期肺がん患者
を受け持ったが,家に帰ることができず死亡退院した.
この患者の看護を通して,多くの医療従事者の思いを知
ることができた.また,自分自身の患者に対する気持ち
に変化もみられたので報告する.
【事例紹介】 患者はA氏, 80歳代女性で,長男の嫁,孫
との 3人暮らしであった.長女がキーパーソンであり,
毎日面会にきていた. 200X年 10月,肺がんに対し手術
を施行するも,その後,胸椎転移が出現したため疼痛コ
ントロール目的で入院となった.同時に「かんわ支援
チーム」介入となった. ADLはほぼ寝たきりの状態で
あった.
【入院後経過】 入院後, 疼痛コントロールは良好となっ
た.「歩けるようになって家に帰りたい.毎日していた旦
那の仏壇の花を取り替えたい」との発言が聴かれるよう
になった.下肢麻痺のリスクを抱えながらも「歩いて帰
る」希望を尊重し,その願いを少しでもかなえられるよ
うリハビリを開始した.しかし,長女は,「こんな状態でど
うやって帰るの？帰れないでしょう」との発言があった.
患者と家族 (長女) との思いにズレがあるため, A氏に
「帰れるよ」と言えない自分にジレンマを感じ,一人で
考える日々が続いた.主治医を交えたカンファレンスを
通して,他の医療者も同じように悩んでいたこと,患者
や家族への支援方法など,想像以上の活発な討論に私自
身驚いた.その後,患者と長女と三人で一緒に相談する
時間を多く持つように心がけた.最終的には,「本人から,
また家に帰りたいと言ってきたときには,家に帰した
い」と,長女の発言に変化が見られた.しかし,病状の悪
化に伴い患者の希望をかなえることなく死亡退院した.
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